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土木が生んだ水と空気の邂逅
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● 空間コードの働きを考えよう

　都市の「らしさ」は、直感的にはわかっ

ても、言葉にしにくいものです。視界に収ま

らないスケールの大きな特徴、目前にあっ

ても気づきにくいリズム、意識化されてい

ない付き合いの作法など。

　そうした言語化しにくい町の底流をつく

る脈を可視化するために、『絵で見て考え

る中川運河の「らしさ」』と題する本シリー

ズを制作しました。

　絵からヒントを得ながら、未来の都市づ

くりのために想像力を働かせましょう。
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　場所に「らしさ」を生み出す空間コードの

働きを意識化するために、しばしば、「もし

そのコードがなかったら?」という仮定が役

立ちます。

　たとえば、中川運河に閘門がなかったら、

どんな姿をしていたでしょうか。ゼロメート

ル地帯に掘られた中川運河で閘門をなくそ

うと思えば、両岸を高い堤防で守られた天

井川のような構造になってしまうでしょう。

心付近では、堀川の水面と両側を走る道路、

とくに東側の道との間に平均して5mほどの

高低差があります。

　再整備後の納屋橋エリアでは、川沿いの散

歩道に面して飲食店が開かれ、高い護岸上に

設けられたテラスから下に水面を見ることが

できます（下写真）。水位一定で水面のすぐ上

に倉庫などが立ち上がる中川運河は、堀川と

は異なる雰囲気をもつことに注目しましょう。
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中川運河の空間コード
A1  海に向かう都市の層
A2  閘門式運河の水面（２０18/03既刊）

A3  人工の自然堤防
A4  緑のコリドー

B1  運河を挟んで向き合う
B2  インダストリアル空間
B3  鳥と風が運ぶ都市の緑
B4  連続体の美学

C1  名古屋の大静脈
C2  インタラクトする水土
C3  「自然」とのつきあい
C4  創造力の空間

　もう少し現実的な比較対象として、同じ

名古屋の堀川を取り上げてみましょう。

　堀川は、近世初めに名古屋城付近から熱

田湊に至る台地の西縁に沿って開削されま

した。現在の猿投橋から河口までは傾斜が

ほとんどなく、潮の干満の影響を受けて水

位が大きく変化します。つまり、台地の縁を

掘り下げることで、港から自然に水が出入り

する水路が造られたわけです。このため都

『空間コードから共創する中川運河』 
鹿島出版会（2016年）
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名古屋の都心を流れる堀川（天王崎橋から納屋橋方面をのぞむ）

❸空気の変化を映し出す水面
両端を閘門で仕切られた中川運河は、陸から海

へ向かう流れがない水槽のような構造になってい

ます。足元近くに静かに佇む運河の水面には、しば

しば両岸の風景が180度反転して映ります。建物が

水面の際に建っていることも、鏡像を引き立てる

大きな要因です。

街中では、ビル風に煽られることはあっても、気持

ちのよい風の流れを感じることはめったにありま

せん。中川運河は、名古屋の貴重な風の通り道

です。橋の上に立って運河の水面をじっと眺め

ていると、遠くの方から風がそよいでくる様子

を見ることができます。

すると、風の流れとともに水面に鱗状のさざ波が

立ち、今まで綺麗に写っていた鏡像がみるみる掻

き消されていきます。空気の流れが水面の状態に

反映される中川運河は、土木が生んだ水と空気の

邂逅の空間と言ってもよいでしょう。

中川運河には、朝陽、夕陽、月や空に浮かぶ雲の

一つひとつが映ります。静寂さゆえに、鳥が飛来し

ては去る様子、あるいは雨が降っては止む瞬間も

よくわかります。中川運河の水面は、環境に生じる

あらゆる刺激に反応しながら、たえず変化しつづ

けているのです。

❷松重閘門と土地のかたち

　とくに、熱田台地と沖積低地の境目に

建つ松重閘門は、ヨーロッパの城郭を思

わせる優美な建築意匠の効果もあって、

名古屋の古い町から新開地を展望する

ようなモニュメンタルな空間を演出して

いたことでしょう。

※ 図をわかりやすくするために、中川運河と堀川の水位差など、実際よりも強調している箇所があります。

　中川運河は、名古屋南西部の沖積低地

と干拓地からなる、いわゆるゼロメートル

地帯に開削されました。このため中川運

河の水面は、名古屋港の海水面よりも低

いことがほとんどで、東支線に接続する堀

川との間にも水位差があります。そうした

水面の高さの違いを調整し、船の航行を

可能とするために、中川口閘門と松重閘

門が建設されました。
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